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◇子ども会消滅でみる地区の現実          大槻伸次 

昨年末、或る集まりの中であんたの地区は、子ども会（子ども会育成会）を解散し

たんだってねと聞いて驚いた。通常であれば地区の総会などで諮られ、解散する理由

が報告されるのであろうが、コロナ禍で一切の会議が招集されてないから詳しい理由

は不明。しかし、以前に子ども達が少なくなってという声と、子ども会育成会の会長

の引き受け手が見つからないとの話題を何度か耳にした事があったから、子ども達の

減少に合わせ解散してしまったのかなとも思えた。そこで、私自身、過去に子ども会

育成会に長く関わった経験があったから残念に思えてしまった。 

子ども会活動の理念（趣旨）として、地域に住む子どもが年齢の違った子ども達と

の交流を通して社会生活を学び、民主的な生活態度を身につける場という教育目的が

あり、その機会も失われてしまうことになる。 

思い起こせば、私自身が区の子ども会育成会長に推された際、引き受けざるを得な

くなって思い悩んだ事があった。というのは、当時子ども会活動が活発で、新年度が

スタートするのと同時に、大きな行事（3 頁別表）が目白押しで、朝練や休日練習が

みっちりあった。 また、夏休みや年度末などは多くの行事（日帰りバス旅行や地区の

夏祭りへの協賛等もある。）が組まれるので、残業や休出の多い設備関係に携わる私と

して行事を満足に遂行できるのか不安があったからである。 

しかし、ここで会長を受けるか断るか思い煩うより会長を引き受け、後でやってよ

かったという充足感を得る方に賭けたのである。そこで、いざ会長を引き受けてみれ

ばすごく多忙な一年間ではあったが、難なく終えることが出来たのである。その後、

地域の本部入りを推され副会長を含めて 4期 8年、併せて市子ども会育成団体連絡協

議会理事（指導部長）を仰せつかってしまった。 

ところが、任期が来ても退任させてもらえず地域の会長をやれと云われたが、たま

たま勤務先で遠距離出向となった為、区の平役員と市子連理事は続投した。この経験

からいろんな年齢の子ども達や役員達との触れ合いは会社生活とは異なる充足感を経

験をさせてもらったのと、多くの仲間達と懇意になり後々もお付き合いが続いたのは

収穫だった。 

当地区は、当時旧市の中で尻から 2番目に小さな部落であったから、運動会など地

区対抗などの催事は村人総出でないと対処できなかったから、すごく纏まりの良い区

と評された。そして、サークル活動が盛んで、地区対抗の綱引きに優勝や準優勝した

こともあり驚かれた。ところが、その伝統もうん十年前頃から徐々に変化し、最初に

区老人会が会長の引き受け手が無くて解散となった。その後、農協婦人部、舞踊会、

書道会、ゲートボール会、公園愛護会（やむなく区の管理に移管）など次々と消滅し、

とうとう子ども会育成会も消滅、そしてグランドゴルフ愛好会は解散し再編成で半減、

体協行事や地域運動会への参加も青息吐息状態である。 

他に、区の大事な行事である年度初めの堀浚いの（出ないと出不足料を取られる。）

行事後の慰労会が無くなり、納涼祭は他所から芸人を呼び簡素になった。運動会後の

慰労会、新年会なども希望者のみの参加となって出席者が半減している。  

極めつけは区の代表である区長選出さえ難航し、その時は冗談半分か他部落への編

入しかないと、お偉いさんに脅されたことがあったと聞いたことがある。ところが、
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過去には区長さんともなれば名誉職的な感覚で、何期も継続してやってくれる方がい

て選出に困らなかった。そこで、他所から移住してきた人など区長に推されるなんて

想像すらしなかった。ところが、10余年前、私が区長を経験したあたりから受け手の

選任が容易でなくなってきた。 

そこで、考えられる要因として、勤め人の定年が 60才から 65才以上に延長され引

き続き働いている方が多い。区への転入者が少なく人口減少と（特に子ども達）高齢

化の進展。どのサークルも若い人の加入が無いから尻つぼみ。サークル代表の引き受

け手が見つからない。 

農家は農業の後継ぎがいないので終身農業をやらざるを得ないから他に目を向ける

余裕などない。（国民年金では食えないともいう。）専業主婦がいなくなった。若い人

は気に入ったスポーツなどは熱心にやるが、区の活動などは消極的。 

過去には長老と云われる方が睨みを利かせていたが今はいない。他に、住民の世代

交代が進み、付き合いがドライ（愛郷心）となった等考えられる。 

以上、ちっちゃな区の現実を纏めてみましたが、子ども会（子ども育成会）の消滅

という出来事を掘り下げてみると、今の世の中が大きく変化しているということがう

かがえる。（2022/2/23記） 

 

 

■写真上右・太田市子ども会育成団体連絡協議会（写真は地域子ども会の太田祭り参加。） 

■写真上左・太田市子育連子ども会大会（市子育連指導部会運営）フィナーレに風船を飛ばした。 
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昭和 60年（1985年）度●●区子ども会育成会の主な事業 

 月  日    主   な   事   業  摘 要 

4月 5日 第一回 区子ども会育成会役員会 年間行事&予算 区 

4月 10日 地域子育連総会 地域公民館 大槻・M氏・A氏出席 地域 

4月 12日 区子ども会育成会総会 区集会所 区 

4月 13日 区子ども会育成会運動用具引き継ぎ 区 

4月 17日 区育成会夏休み研修旅行打ち合わせ 役員&野村観光 区 

4月 26日 地域子育連定例会長会議 地域公民館 本部 

4月 29日 区廃品回収&親子ソフトボール大会 会場＝地域小学校校庭 区 

5月 11日 地域子育連歓送迎会 市場会館 地域 

5月 17日 地域子育連定例会長会議 地域公民館 19時 30分 地域 

5月 19日 地域子ども会会長会議 地域公民館 地域 

5月 22日 区子ども会育成会夏休み旅行・地域子ども会大会打合せ 区 

5月 24日 第二回区子ども会育成会役員会 区 

5月 31日 地域子育連指導者研修会 18時 30分 地域公民館 地域 

6月 2日 市子ども会育成団体連絡協議会子ども育成指導者研修会 市子連 

6月 9日 地域地区子供会大会 開会したものの雨の為途中中止 地域 

6月 14日 地域子育連定例会長会議 地域公民館 地域 

7月 12日 地域子育連定例会長会議 地域公民館 地域 

7月 18日 16ミリ映画試写会 区役員 区 

7月 19日 16ミリ映画上映会（区集会所）19時 30分 区 

7月 20日 都内研修旅行打ち合わせ 役員 区集会所 区 

7月 21日 夏休み研修旅行（NHK、東京タワー、交通博物館等の都内研修） 区 

7月 27日 区一番公園除草作業と野球練習 父母&子供会員 区 

8月 3日 野球練習 西新町運動公園 役員&子ども会員 区 

8月 4日 区納涼祭（納涼祭協賛模擬店出店） 区 

8月 9日 退社後野球大会会場設営（地域中学校校庭）&終了後定例会長会議  地域 

8月 10日 球技大会（野球、ドッジボール、女子ソフトボール） 地域 

8月 18日 ～19日迄 夏休み一泊キャンプ（地域小学校校庭） 地域 

9月 8日 地域ふれあい運動会協賛みこし参加・地域中学校校庭 地域 

9月 13日 地域子育連定例会長会議 市子連子ども会大会について 地域 

9月 29日 区一番公園除草 役員&父母 区 

10月 13日 市子連子ども会大会（市運動公園・ダンボールジャングル他） 市子連 

11月 8日 地域定例会長会議 地域公民館 ・11月名画劇場（市民会館） 地域 

12月 8日 区子ども会廃品回収 区 

1月 19日 上毛カルタ大会（地域小学校体育館にて） 地域 

2月 14日 地域子育連定例会長会議 地域公民館 地域 

2月 16日 地域卓球大会（地域小学校体育館にて） 地域 

2月 22日 地域子育連諸行事終了に伴う反省慰労会 市場会館 地域 

2月 27日 区子ども会育成会次年度役員選出会議（次期会長に H・K氏選） 区 

3月 7日 区子供育成会会計監査・地域子育連定例会長会議（小学校）  区 

 


